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くすりのなまえ　
第２８回　吐き気を抑えるくすり
　　吐き気には様々な原因がありますが、身体の中では種々の刺激により脳内の嘔吐中枢が活性化して吐き気を催します。嘔吐中枢を活性化させる物質として、セロトニン、ドパミン、アセチルコリン、ヒスタミンがあり、吐き気をおさえるくすりはこれらの物質を邪魔することによって効果を発揮します。乗り物酔いの薬は、吐き気の原因物質である、アセチルコリンやヒスタミンをブロックすることにより、乗り物酔いから来る吐き気を予防しています。　今回取り上げるのは、乗り物酔いのくすり以外のドパミンとセロトニンをブロックするくすりです。

　主にドパミンをブロックするくすりは、一般的に吐き気止めと呼ばれる種類の薬です。胃腸炎などで吐き気がある場合に出される吐き気止めは大体この種類のくすりです。子供などでは風邪の症状としてとしてよくみられる症状ですが、一般の薬局で売っている薬にはこの種類の吐き気止めは売っていません。ドパミンをブロックするという作用から、抗精神病薬（セレネースなど）と同じ作用を持っています。ということは、抗精神病薬で問題になる副作用の錐体外路症状（くすりで起こるパーキンソン病）や悪性症候群などを起こす可能性があります。ただし、抗精神病薬と違い、脳内に入っていく量は少ないので副作用の可能性は抗精神病薬ほど高くはありませんが、小児など脳の機能が未発達な場合は危険性が高くなることが報告されているため、注意が必要ですね。

　もう一つのセロトニンをブロックする薬は、抗がん剤による吐き気を抑えるくすりとして使用されます。抗がん剤はセロトニンを増やすことにより、直接嘔吐中枢を刺激します。そのため、抗がん剤による吐き気止めにはセロトニンを抑えるくすりが有効です。この種のくすりは抗がん剤による吐き気にしか効かないので一般的な吐き気のときには使用されません。そのため、この種のくすりでは抗がん剤を投与して数日間しか効果を望めないため、投与後数日間を超える吐き気に対しては他の吐き気止めの使用が推奨されます。
　では、当院採用の吐き気止めについて、名前の由来をみていきましょう。

ドパミンを抑えるくすり

　　プリンペラン：特になし

　　ナウゼリン：強い制吐作用も有することからnausea（吐き気）と関連付けて命名
セロトニンを抑えるくすり

　　カイトリル：特になし

　　セロトーン：本剤が5-HT3（セロトニン3）受容体拮抗薬であること及びセロトニンによる身体の変化（悪心、嘔吐など）を正常な状態（tone）にするという意味を込めてセロトーンと命名された。
セロトニンを抑えるくすりの錠剤では抗がん剤投与後からカイトリルでは6日、セロトーンでは翌日までを投与の目安としています。

次回はうつに効くくすりについてです。
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